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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （68 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （79 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作（100ページ） 

電源の 0 N や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセット方法 
などについて説明しています。 

内蔵オプションの取り付け （109 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （174 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。ま 
た、ユーティリティで設定したパラメータを保存している内部メモリ （CMOS 
メモリ）のクリア方法およびマザーボードの内部の割り込みの設定についても 
説明します。 

RAID コンフィ グレーシ ョン （204 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライプをディスクアレイドライプとして運用す 
るための方法について説明します。 

リセット （2 18ページ） 

システムのリセット方法と内部メモリ （CMOS メモリ ） のウリア方法について説 
明します。 
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各部の名称と機能 


本装置の各部の名称を次に示します。 




(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類と本体上面部の 
ドライプカバーを保護するカパー。添付のセキュ 
リティキーで□ックすることができる（—100 
ページ )0 

(2) キース □ット 

フロントぺゼルのロックを解除するセキュリティ 
キーの差し口（—100ページ)。 

(3) STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

本装置の状態を表示するランプ （—74 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンパー色に点灯または点滅する。 

(4) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （—75 ページ)。括弧数字の後の数字は 
「1」が LAN ポ ーM 用で、「2」が LAN ポート2用 
を示す。 


(5) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵のハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライプのうち、いずれか1つでも故障するとア 
ンパー色に点灯する （—75 ページ)。 

(6) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （—74 ぺ一 
ジ)。 

(7) U 旧ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアがらのコマンドによっても点滅する。 
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( 1 )( 2)-0 ( 2)-1 ( 2)-2 ⑶ 




(2)-3 (2)-4 (2)-5 



装置前面（フロントべゼルを取り外した状態) 


( 11 ) 


⑺ ⑹ （5) 


(1) ハンドル（左右に1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライプを搭載するペイ（—115 
ページ)。括弧数字のあとの数字は SAS Port 番号 
を示す。標準構成では (3)-0 を除くペイにダミー 
トレーが搭載されている。 

(3) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ （—76 ベー 
ジ）。ハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。ハードディスクドライ 
プが故障するとアンパー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンパー色に交互に点滅する（ディスク 
アレイ構成時のみ）。 

(4) DVD - ROM ドラィブ 

DVD - R 〇 M などの光ディスクの読み出しを行う装 
置 （—106 ページ)。 

(4)-1 強制イジエクトホール 
(4)-2 ディスクアクセスランプ 
(4)-3 トレーイジエクトボタン 

(5) US 巳コネクタ 

US 巳インターフエースに対応している機器と接続 
する （—97 ページ)。 


(6) シリアルポート巳コネクタ （ COM 巳） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—97 ページ)。 

管理 PC 以外のシリアルインタフェース機器は接続 
しないでください。 

(7) バックアップデバイスベイ 

オプシヨンの DAT ドライプや AIT ドライプなどを 
取り付ける場所 （—160 ページ)。 

(8) UID (ユ ニッ ト ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する卜105ページ)。 

(9) POWER スイッチ 

電源を〇 N /0 FR こするスイッチ。一度押すと 
POWER / SLEEP ランプが点灯し、〇 N の状態にな 
る。もう一度押すと電源を 0 FR こする（—101 
ページ)。4秒以上押し続けると強制的に電源を 
〇 FF にする （—2 18ページ)。 

※本装置はスリープ機能をサボートレていませ 
ん〇 

(10) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（—290ページ） 

(11) ランプ （6 個、前ページ参照） 
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(15)-1 


(17) (18) (16) 



(15)-2 


(17) (16) (17) 


(16) 


(1) 口ープロファイル PCI ポード増設用スロット 

□— プ□ファイルタイプの PCI ボードを取り付け 
るスロット （—142 ページ)。上から 3C、2C、 

1 C スロット。 

(2) セットスクリュー 
ロジックカバーを固定するネジ。 

(3) フル八イト PCI ポード増設用スロット 

フルハイトタイプの PCI ボードを取り付けるス 
ロット （—142 ページ)。上から 3B、2B、1B ス 
□ット。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続するソケット。 

(5) AC POWER ランプ 

電源コードから AC 電源を受電すると緑色に点滅 
し、装置の電源が ON されると緑色に点灯する 
(—78 ページ)〇 

(6) 電源ユニット（パワーサプライスロット 1) 
本装置に DC 電源を供給する装置。 

(7) 電源ユニット増設用スロット（パワーサブ 
ライスロット 2) 

オプションの電源 ユニッ トを取り付ける スロット 
(->118ページ)。標準の状態ではプランクカバー 
が取り付けられている。 

(8) USB コネクタ 

US 巳インタフェースに対応している機器と接続す 
る （—97 ページ)。括弧数字の後の数字は「1」 

が USB ポ ーM で「2」が USB ポート2を示す。 

(9) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点滅する。 

(10) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する （—290 ページ)。 


(11) UID (ユ ニッ ト旧）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N/0FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もろ一度押すと消灯する （—105 ページ)。 

(12) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （—97 ページ)。 

(13) シリアルポート A コネクタ （ COMA ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—97 ページ)〇 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリア 
ルポート B のみ可能です （BIOS の設定が必要）。 
また、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(14) マウス/キーポードコネクタ 

添付の中継ケープルを使用してマウス/キーポー 
ドを接続する （—97 ページ)。 

(15) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—77 ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポ ーM で「2」が LAN ポー 
卜2を示す。 

(16) Speed ランプ（アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ （—78 ページ)。 

(17) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ （—77 ベー 
ジ)。 

(18) 管理用ポート 

1 00BASE-TX/10BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕 （—77 ページ)。 


装置背面 
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装置外観 


( 2 ) 



(1) ドライブカバー 

(2) ロジック カバー 

(3) DVD - ROM ドライブ 

(4) バックアップデバイスベイ 

(5) 八ードディスクドライブベイ 
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装置内部 


図はプロセッサダクトを省略しています。 


⑴ (2)-1 (2)-2 (3) ⑷ 



(1) バックブレーン 

(2) 冷却フアン 

(2)-1 FAN 1 
(2)-2 FAN 2 
(2)-3 FAN 3 
(2)-4 FAN 4 
(2)-5 FAN 5 (オプション) 
(2)-6 FAN 6 (オプション) 
(2)-7 FAN 7 (オプション) 
(2)-8 FAN 8 (オプション) 


(3) サポートバー 

(4) 電源ユニット 

(5) マザーポード 

(6) ライザーカード 

(7) カバーオープンセンサ 

(8) DIMM (2 枚標準装備） 

(9) プロセッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(10) フロントパネルポード 
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(1) (2) (3) (4) (5) (6) 



外部接続 
コネクタ 
(70 ページ 
参照） 


装置背面 


(1) 電源信号コネクタ 

(2) 電源コネクタ 

(3) USB バックアップデバイスコネクタ 

(4) US 巳コネクタ 

(5) 冗長ファンジャンパスイッチ 

冷却ファンの冗長ファン機能を有効にするジャン 
パスイッチ。 

(6) 未使用コネクタ 

(7) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(—201 ページ） 

(8) 未使用ジャンパ 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

(9) RAID 5 アクティベーションキー用コネクタ 

本装置では未サポート。 

(10) リチウムバッテリ 

(1 1 ) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 
(—201 ページ） 

(12) SAS コネクタ2 (内蔵用八ードディスクド 
ライブとの中継用コネクタ） 


(13) SAS コネクタ1(内蔵用ハードディスクド 
ライブとの中継用コネクタ） 

(14) RA 旧コンフィグレーションジャンパス 
イッチ 

オンボードの RAID コント□—ラ機能の有効/無効 
を設定するジャンパスイッチ （—204 ページ)。 

(15) PCI ライザーカード用コネクタ（□ープロ 
ファイルのポード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(142 ページ)」を参照してください。 

(16) PCI ライザーカード用コネクタ（フルハイ 
卜のポード用） 

搭載可能なポードの仕様については 「PCI ポード 
(142 ページ)」を参照してください。 

(17) DIMM (インターリーブタイプ用） 

ソケット（図の上のソケットがら順番に DIMM 
#41、#42、#43、#11、#12、#13、#21、#22、 
#23、#31、#32、#33)。 

(18) プ□セッサ （ CPU ) ソケット 

(18)-1 プロセッサ# 1(CPU#1) 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ （ :f ) 

本体の電源が ON の圊、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅し 
ているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


wO • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインス!ルしてお 
Bto くとエラーログを参照することで故障の原因を確認することができま 

す。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャツトダウン 
処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合は、強制電源 OFF をするか （218 
ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 

( IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンパー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 

アンパー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらが一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるが確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどラか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


ACT ランプ（晶） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアウセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


DISK ACCESS ランプ （i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブペイに取り付けられているハードディスク 
ドライプの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンパー色に点灯している場合は、ハードディスクドライプに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 
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UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイッチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点灯し、保守をしようとしている装置を特定すること 
ができます。 UID ランプを消灯させるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは「サー 
パの確認 （ UID スイッチ） （105 ページ)」を参照してください。 



オフライン保守ューティリティなどのソフトウェアからランプを点滅させる 
ことができます。 


ディスクアクセスランプ 

DVD-ROM ドライブのディスクアクセスランプは、セツトされているディスクにアクセスして 
いるときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 


ハードディスクドライブペイに搭載される 
DISK ランプは表示状態によって意味が異な 
ります。 


• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ディスクアレイを構成しているときに 
取り付けているハードディスクドライ 
ブが故障していることを示します。 



Wl ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 10) を構成している場合は、1台のハー 
IrfcTB ドディスクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディ 

スクを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの 
交換はホットスワップで行います）。 


• 緑色とアンパー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません)。ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動 
的にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色と 
アンパー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンパー色 
に点灯します。 
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□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 


：) Qo 〇 目目 






LINK/ACT 

ランプ 



Speed ランプ 


Speed ランプ 



ランプ 


管理用ポー f 


LINK/ACT ランプ 


運用 ポー ト 


本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハプに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


胃スジ リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん賺源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワ ー クインタフ エースで 
動作されているかを示します。 

- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点灯しているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑色に点灯しているときは、 

100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、 100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポートし 
ています。アンパー色に点灯しているときは、 100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


POST ランプ 

POST の状態を表す4つのランプがマザーポード上にあります。これらのランプは本体背面の 
スリット部分から見ることができます。電源を ON にした後、起動する POST がいつまで経つ 
ても終わらなかったり、ビープ音が何度も鳴ったりしている場合は、画面上のメッセージや 
ビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてから、保守サービス会社に連絡 
してください。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレットに電源コードを 
接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。 

本装置の電源を ON にするとランプが緑色に点灯します。本装置の電源を ON にしてもランプが 
点灯しない、またはアンパー色に点灯または点滅"' 1 する場合は、電源ユニットの故障が考えら 
れます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 


AC インレツト 



AC POWER ランプ 


nji オプションの電源ユニットを搭載している場合は、一方の電源ユニットが故障 
2 teh しても、もう一方の電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能)。 

また、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ 
(電源 ON のまま）で交換できます。 


*1 2台の電源ユニット構成で，一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もう一方の（電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンパー色に点滅します。電源コード 
を接続すると、緑色の点滅に変わります。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を依頼してください。 













































ハードウエア編 79 


設置と接続 


本体の設置と接続について説明します。 



本装置は日 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
の中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

參 1人で部品の取り付けをしない • ヒンジのピンを確認する 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生する環境で使用しない 

( S ) 




次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラッウを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、泠蔵庫などの近く）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅろたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで 0 N /0 FF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 


wrO ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

BttH 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 0 0° C ~35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

( N 81 00-1 247/1 248/1319/1 320/1 333/1334の場合) 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所に設置しない 


A 注意 


AA 
A ⑤ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。 

@xio 

M5 コアナツト 


x8 


M5 ネジ 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライパとマイナスドライパです。 


取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 

















82 設置と接続 


• ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、スライドレールはネジで固定されています。ラックへ 
取り付ける前に、コアナツトを取り外してください。 



• レールアセンブリの取り外し 

本体に取り付けられているスライド式のレールを取り外します。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせてください。しばらくすると、「力 
チッ」とロックされます。 


本体左右の側面にあるレリーズレバー 
を押して、ロックを解除しながら本体 
から取り外します。 



レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 




• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。ど 

ちら側のインナーレールから取り外したものかわかるように印を付けるな 
どして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置のどちら 
側のインナーレールから取り外したものがわかるように区別してください。 

參 レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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装置前面 
(左右に各3個) 


装置背面 
(左右に各2個 


コアナットはラックの内側から取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから、 
マイナスドライバなどを使つてもう一 
方のツメをラックのフレームに引つか 
けます。 



本体を固定する 
ためのネジ穴 




nu 」 （刻印で 
1 見分けること 
ができる。） 


• コアナツトの取り付け 

装置に添付のコアナツトをラックに取り付けます。 


I チェック I 


ラックの前後、左右に取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認し 
てください。 


レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリには左用と右用があります。「レールアセンブリの取り外し （90 ペー 
ジ）」で取り外した時と同じ向きと方向で本体を差し込められるよう確認してください。 
また、レールの長さをラックの奥行きに合わせて調節するために下図のネジをゆるめて 
おいてください。 


前面側 


背面側 



<締めてお<。） 


D DDPD 讓 p Bpppn a n 


O O 



IUQPPD BM 圖 PPD.PPP 


* ネジ穴の位置が多少異なることがあります。 
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1. コアナットを取り付けた場所に 
レ _ ルのフレ_ムを合わせる。 

コアナットと レー ルのフレームで 
ラックのフレームを挟むように位 
置させ、レールの長さを調節して 
ください。 




2. 前面と背面をネジで固定する（各2 
本)。 



3. レールの長さを調節するネジを固定する。 

4. ちう一方のレールを同様の手順で取り付ける。 




すでに取り付けているレールアセンブリと同じ高さに取り付けられているこ 
とを確認してください。 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引き 
出す。 



2. 2人以上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
プリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 
途中で本装置がロックされたら、 
側面にあるレリーズレパー（左右 
にあります）を押しながらゆっく 
りと押し込みます。 

初めての取り付けでは各機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 



レリーズレパー 


レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 
本装置の筐体が干渉していないことを確認して<ださい。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直して<ださい。 

• スライドレール部分の動作を確認して<ださい。スライドレールがラッ 
クの フレームに 当たり、引き出せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 


• 本体の固定 

1. 本体をラックへ完全に押し込む。 

2. 前面の左右にあるセツトスク 
リユーでラックに固定する。 


3. 


セツトスクリュー 


フロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼルの左端のタブを本体 
の フレームに 引っかけるよラにしな 
がら取り付けます。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

A \ 

AQ 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した1犬態にある装置に荷重をかけない 

• ラ ックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 



1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コー ドやインタ フエースケー ブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. <オプ シヨ ン のケー ブル アームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブル アームを 本装置から取り 
外す。 



4. 前面のセツトスクリュー2本をゆ 
るめる。 

5. 八ンドルを持ってゆっくりと静か 
にラックから引き出す。 

「カチツ」と音がしてラッチされま 
す。 


セツトスクリユー 
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6. 左右のレリーズレバーを押して 
□ックを解除しながらゆっくりと 
ラックを引き出す。 



胃-〇装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
し)。 装置が落下するおそれがあり、危険です。 


7. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ （ 一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

( N 8100-1315/1316/1317/1318/131 9 A /1320 A の場合) 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所に設置しない 


A 注意 


AA 
A ⑤ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 
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• レールアセンブリの取り外し 

本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にあるロック解除ポタンを押 
しなが6、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチッ」とロックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
バーを矢印の方向に引き、ロックを解 
除しながら本体から取り外します。 




出してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付け6れた状態になります。 



イン ナーレー ル 
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取り外したレールアセンブリは、レ 
パーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 
どちら測のインナーレールから取り外したものかわかるように印を付け 
るなどして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どちら測のインナーレールから取り外したものがわかるように区別して 
ください。 

• レノやレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


• レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチッ」と音がして、 
□ックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）ち同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してください。 

g エック| 
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• 本体の取り付け 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
A 明をご覧ください。 

參1人で持ち上げない 
• 指を挟まない 


1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールをロックされるまで引き 
出す。 






口'ソク機構が確実にロックしている事を確認して<ださい。 



ロック機構 


2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のイン ナー レールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
プリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 



装置側インナーレール 
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途中で本装置が□ツクされたら、 
側面にあるレリーズレバー（左右 
にあります）を手前または、奥に 
押しながらゆっくりと押し込みま 
す0 


完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり装置を固定でき 
ます。 






• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

參設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



參 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強い摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

參 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してください。左右のロックが完全にかかったのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 
本装置の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラッ 
クのフレームにあたり、引き出せない場合は、スライドレールを取り付 
け直して < ださい。 
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• フロントべゼルの取り付け 


フロントべ ゼルの左端のタブを本体の 
フレームに 引っかけるようにしながら 
取り付けます。 



取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


△注意 


AA 
A ⑤ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


拳 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
參動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケープ〗レアームを本装置から取り 
外す。 



セキュリティキースロット 
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4. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す。 



5. 左右のレリーズレノ（一を手前また 
は奥に押して、ロックを解除しな 
がらゆっくりとラックから引き出 
す0 



胃*〇 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
し)。装置が落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 

• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ (一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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7. レールアセンブリを取り外す場合 
はレノ（一を押しながらレールを矢 
印方向に引いて外してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネウタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


胃~〇 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせください。 



警告 


A ⑩ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
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[ 



USB 機器* 


最後に添付の電源 
コードをコンセント 
に接続する。 q 
UPS に接続する場合 
は次項の説明を参照。 



ハフ/スイツチング シリアルインタ 


パプ/スイッチング 


八プなど 


1 


フェースを持つ機器 ハプなど 


AIOIOI 



今 


USB 機器 


2 ra 


背面 




シリアルインタ 
フエー スを持つ機器 
(管理 PC 専用） 



前面 



□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 







*1USB キーボード/マウスはサポートしていません。 

*2 添付の分岐ケープルを使用します。 

*3 電源コードは、 15A 以下のサーキットプレーカに接続すること。 
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• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

參弊社以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用 
できることをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中 
には本装置で使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してください。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してくださ 
い0 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミングしてください。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 


無停電電源装置 (UPS) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( ups ) に接続する場合は、 ups の背面にある出カコンセン 
卜に接続します。詳しくは ups に添付の説明書を参照してください。 


<例> 


コンビュータインターフェースポート （UPS) 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

(NEMA5-15P) 


本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定の変更が必要となることがあります。 

巳 IOS の 「 Server 」 _ 「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは193ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の 0 N /0 FF や DVD - ROM ドライブ、パッウアップファイルデパイスを取り扱うと 
き、ハードディスクドライプペイへのハードディスクドライブの取り付け/取り外しを行うと 
きはフロントべゼルを取り外します。 


W-W フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
P 華身 とができません。 

フロントべゼルの取り付け•取り外し時に POWER スイッチを押さないよう注 
意してください。 


1. キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 



フロントぺゼルを取り付けると 
きは、フロントぺゼルの左端の夕 
プを本体の フレームに 引っかけ 
るようにしながら取り付けます。 
取り付けた後はセキュリティの 
ためにもキーでロックしてくだ 
さい。 


フレーム 


タブ 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 



マザーボード上にある本装置を監視する「サーパーマネージメント論理回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーパーマネージメント論理回路が要求するものです。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

✓ 無停電電源装置 （UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 

2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 


WO • AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で30秒以上の時間をあけてください。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは賺源を 
OFF にしないでください。 



「 NEC 」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し、エラーメ'ソセージを表示します。 
W ^\ 262 ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 「 BIOS のコンフィグレーション」の 「Advanced 
(185 ページ）」にある rBoot-time Diagnostic ScreenJ の設定を 「 Enabled 」 に 
切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


■rO • post の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションの説明書を確認してから何かキーを押してください。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を〇1\1にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することがあります。 

この場合は < F 1> キーを押して POST を継続させてくださしヽ。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されま 
す。本体に搭載され ている メモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで 
に数分かがる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表 
示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU やマザーボード内のベースポードマネージメントコントローラな 
どを検出したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーポードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。以下の表示内容 
は—例です。システムの設定状態によって表示が一部変わります。 

Press < F 2 > to enter SETUP , < F 4 > Service Partition , 

< F 12> to Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、「システム BIOS ( SETUP ) のセットアッ 
プ （174 ページ）」を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的にもう一度 
はじめから POST を実行します。 

r<F4> Service Partition 」 のメッセージは、 EXPRESS 巳 UILDER を使ったセットアッ 
プの際に保守用パーティションを作成している場合に表示されます。ここで < F 4> 
キーを押すと、保守用パーティションからシステムが起動します。保守用パーティ 
ジョンの詳細については、「保守用パーティションの設定 （227 ぺージ）」を参照し 
てください。 

r<F12> to NetworkJ のメッセージは、ネットワークプート （ PXE ブート）を促す 
メッセージです。 < F 12> キーを押すことでネットワーク上のプートデパイスを検索 
し、起動します。 

4. 本体標準装備のディスクアレイ機能を有効（使用する）に設定してし)る場合 、 RAID 
の設定やアレイディスクの管理をする RAID ユーティリティの起動を促すメッセー 
ジが表示されます。 

Press < CtrL >< M > to Run LSI Logic Software RAID 
Setup Utility . 

ここで、 < Ctrl > キーを押しながら、 < M > キーを押すとユーティリティが起動します。 
詳しくは、 「 RAID コンフイヴレーシヨン （204 ぺージ)」を参照してください。 


胃-〇このユーティリティは、バードディスクドライブ内の記憶状態の管理や保守の 
■to ためのものです。204ページ以降の説明をよく読んで操作してください。 
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5. オプションのディスクアレイコント□—ラや SCSI コント□—ラ、ネットワーク 
力ードを搭載している場合は、それぞれのボードが持つ BIOS セットアップユー 
ティリティの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいる 
と数秒後に POST を自動的に続けます)。以下は SCSI コント□—ラの場合の表示例 
です。 

Press < C t r I> <A> for SCSISelect(TM) Utility! 

各ボードの ユー ティリティを起動する方法やボードが提供する機能、 ユー ティリ 
ティの操作方法については、各ポードの説明書を参照してください。 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI パスス□ットに複数のオプションポードを搭載しているときは、次の順序 
で各ポードの情報を表示します。 

#3 B ->#1 B —#2 B — # 1 C —#3 C —#2 C 

6. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て 0 N にして本装置を起動し直してください。 

0 S をインス I 'ールするまではパスワードを設定しないでください。 


7. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、 
「 POST 中の エラー メッセージ （262 ページ)」を参照してください。 


胃-〇保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Bto ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障している CPU またはメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できま 
す （184 ぺージ、186ぺージ参照）。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を 0 FR こします。本体の電源]-ドを UPS に接続している場合は、 UPS に添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


fee 


Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシャツトダウ 
ンにてスタンバイを設定しないで下さい。 


サーバの確認 （ UID スイッチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであるか 
を見分けるために装置の前面および背面には mo (ユニット id ) ランプ」がもうけられています。 

UID (ユニット D ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケープルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 



UID スイツチ 


装置前面 


装置背面 



UID スイツチ 


UID ランプ 






































































106 基本的な操作 


DVD - ROM ドライブ 


本体前面に DVD - ROM ドライブがあります。 DVD - ROM ドライプは CD-ROM (読み出し専用の 
コンパクトディスク）や DVD - R 〇 M のデータを読むための装置です。 


△注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• DVD - ROM ドライブのトレーを弓 I き出したまま放置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 


1. ディスクを DVD - ROM ドライブにセツトする前に本体の電源が ON ( POWER ラン 
プが緑色に点灯）になっていることを確認する。 

2. DVD - ROM ドライブ前面のトレ T ジェクトポタンを押す。 

トレーが少し出てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 
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5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

トレーにセツトする。 




胃-'ジ ディスタのセツト後、 DVD - ROM ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは 
ディスクをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプがオレンジ色に点灯してい 
るときはディスクにアクセスしていること 
を示します。トレーイジェクトボタンを押す 
前にアクセスランプがオレンジに点灯して 
いないことを確認してください。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
ろ一方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらディスウの端を軽くつまみ 
上げるよラにしてトレーから取り出します。 



ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り出せない場合は、次の手順に従つてデイス 
ウを取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にす 
る 0 


2 . 


直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引き伸ばして代用できる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 



るまでゆっくりと押す。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やポールペンで文字などを直接ディスウに書き込まないでください。 
參たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


w-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM を使ったシステムをアップデートしてください （59 ページを 

参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守つてくださ 
い。 


警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 


自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウム バツ テリや ニツカドパツ テリ、 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 


ニッケル水素バッテリを取り外さない 


A 注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


A A 

Q 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 


指を挟まない 

局/皿;王思 

感電注意 




















110 内蔵オプションの取り付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. 0 S のシャットタウン処理を行う。 

ハードディスクドライブや増設電源ユニットで、ホットスワップで増設ができる場 
合は、シャットダウン処理をする必要はありません。 


2. セキュリティキーでフロントべゼル 
のロックを解除して、フロントべゼ 
ルを取り外す。 


3. POWER スイッチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER ランプ消 
灯）にする。 

4. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 

以上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライパとマ 
イナスドライパが必要です。用意 
してください。 




ハー ドディスウドライブと電源ユニットを除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き出した状態で行います。 


A 注意 


A\A\ 

A A 


Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 言:日:卞吾 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
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• N 81 00-1 247/1248/1319/1 320/1333/1334の場合 


1. 111ページを参照して準備をする。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 
する UID ランプを利用して < ださい。 



3. 前面のセットスクリュー2本をゆ 
るめる。 

4. 八ンドルを持ってゆっくりと静か 
にラックから引き出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す。 



八ンドル 


ラ ツクへ 戻す場合は、本体側面のレールにあ 
るリリース レバーを 押して、ラッチされた状 
態を解除してください。このときに指を挟ん 
だりしないように注意してください。 



レリーズレパー 


レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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• N 81 00-1 315/1316/1317/1318/131 9 A /1 320 A の場合 

1 . 111ページを参照して準備をする。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 
する UID ランプを利用して< ださい。 


2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。ロックされたところで引き 
出しは完了です。 



ラックへ収納するときは、左右のレリーズレ 
バーを手前または、奥に押しながら再度、 
ラックへ押し込みます。 



wO レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

參取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケープルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケープル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケープルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデパイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデパイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 





ハードウエア編 115 


八ードディスクドライブ 


本装置の前面には、約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスウドライプを搭載することがで 
きる八ードディスクドライブペイがあります。 

ハードディスウドライブは専用のドライブキヤリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 


胃~〇 • 弊社で指定していない八 ー ドディスクドライブを使用しないでくださ 
■to し)。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2007 年5月現在)。 

- N 8150 -199(36.3 GB 、 15000 rpm . SAS ) 

- N 8150 -200(73.2 GB 、 150〇0_、 SAS ) 

- N 8150-201 (146.5 GB 、 15000_、 SAS ) 

- N 8150 -226(300 GB 、 15000_、 SAS ) 

• ディスクアレイを構築する際は、 RA 旧レベルを RAID 0、 または 

RAIDK RAID 5、 RAID 1 0のいずれかに設定してくださし、。本体標準 
装備の RAI □コントローラを利用する場合は、 RAOO か RAID 1 のいず 
れかに設定することができます。 


ハードディスクドライプペイには最大で6台のハードディスクドライプを搭載することがで 
きます。搭載するス□ットによってポート番号が固定で決められています。下図を参照してく 
ださい。 



ハードディスクドライブペイは、出荷時の構成でマ 
ザーポード上の SAS コネクタに接続されています。こ 
れらの八ードディスクドライプをディスクアレイで 
使用する場合は、「ディスクアレイコントローラボー 
ド」 （154 ぺージ）を参照してください。 

SAS PortO のペイを除くハードディスクドライプべ 
イにはダミースポンジが入っています。ダミースポン 
ジは装置内部の泠却効果を高めるためのものです。 
ハードディスクドライブを搭載しない場合にはダ 
ミースポンジを取り付けてください。 


SAS コネクタ1 (SAS 
Port 〇〜3を制御） 



マザーボード 































































116 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


"-〇 ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスク 
Bto ドライブの容量などの仕様が同じものを使用してください。 



ハー ドディスクドライブは、 フロン トべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


1 . 111ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 


ス□ットは本装置に6つあります 。 SAS Port 番号の小さい順に取り付けてください。 
SASPort はス□ツトの位置で決まっています。 


3. ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは SAS PortO 以外 
のス□ツトに取り付けられていま 
す。 



ダミースポンジは大切に保管しておいてください。 
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• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 






• 八ンドルとドライブキャリアに指を挟まないように注意してください。 
參 さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
してください。 


7. 本装置の電源を〇 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライプを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 





























118 内蔵オプションの取り付け 


DISK ランプ 


八ードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンパー色に点灯しているスロワトをあら 
かじめ確認して<ださい。 


8. 取り外したフロントベセルを取り フレーム 

付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体 
のフレームに引つかかるよう)にし 
てから取り付けてセキュリティ 幻 
キーで□ツク します。 


取り外し 

次の手順でハードディスクドライブを取り外します。 





1. 111ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押してロックを解除し、 
八ンドルを開く。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 


4. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
トレーを取り付ける。 



5. 本装置の電源を ON にして 、 SETUP ユーテ ィリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

J \- ドディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 



120 内蔵オプシヨンの取り付け 


ディスクアレイ搆成でのハードディスクドライブの交換について 

ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライプの交換後、交換した新しいハー 
ドディスウドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできる才ートリビルド機能を使用することができます。 

才ートリビルド機能は RAID 1、または RAID 5、 RADIO に設定されているディスクアレイで有 
効です。 

オートリビルドは故障したハードディスウドライプをホットスワップ（電源 0 N の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 


△注意 

A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 感電注意 


オートリビルドを行っている間、ハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
パー色に交互に点灯して才ートリビルドを行っていることを示します。 


• オートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある□旧 K ラ 
ンプがアンノ（一色に点灯します。もう一度ディスクの取り外し/取り付 
けを行ってオートリビルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場合は次のよ 
うな表示や動作をすることがありますが、オートリビルド終了後、オート 
リビルドを行った八ードディスクドライブの DISK ランプがアンパー色に 
点灯していなければ、オートリビルドは正常に行われています。 

- 才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled」 と画面に表示される。 

- オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をする。 


オートリビルドを行ラときは次の注意を守ってください。 

參ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
0 FR こしないでください。 

• ハードディスクドライプの取り外し/取り付けは90秒以上の間隔をあけて行ってくださ 
い。 

參他にリビルド中のハードディスウドライブがある場合はディスウの交換を行わないでく 
ださい（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色に 
交互に点灯しています)。 
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電源ユニッ 


万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1. ill ページを参照して準備する。 

必ず電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となります。 


2. ブランクカバーを取り外す。 

右囡のよろにレパーをつまんで取 
り外してください。 



取り外したカパーは大切に保管しておいてください。 






















122 内蔵オプシヨンの取り付け 



電源コード （2 本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると AC POWER ランプが点 
滅します。 

本装置の電源を ON にする。 

AC POWER ランプが点灯します。 

STATUS ランプや POST で電源 
ユニッ トに関する エラー 表示がな 
いことを確認する。 

エラー表示の詳細については262ぺージを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 



4. 


5. 


6 . 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A 注意 

A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 感電注意 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 



本装置の電源 ユニッ トを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼慟中（電源 ON の状態）に故障した電源 ユニッ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてください）。 


1. 背面にある電源 ユニッ トのランプの表示 （AC POWER ランプがアンパー色に点 
灯）で故障している電源 ユニッ トを確認する。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF にする。 

3. 故障している電源ユニットの AC コードを抜く。 


4. 電源 ユニッ トのと つ 手をにぎり、 
レノを押さえながら手前に引 
く。 

5. 電源 ユニッ トを取り外す。 

6. 電源 ユニッ トを交換せず1台の電 
源 ユニッ トで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たカバーを取り付ける。 



装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス 
Bto □ットにはブランクカパーを取り付けてください。 


7. 「取り付け」の手順5〜7の手順を参照して電源 ユニッ トを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 



2台の電源 ユニッ トで動作していた本体の電源 ユニッ トを電源 ON のまま交換 
したときは、電源 ユニッ ト POWER ランプが点灯します（運用を停止している 
間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を ON にす 
ると点灯します）。 
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ドライブカバー 


ファンおよび、 CPU 、 パッウアップデパイスの取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変 
更するときはドライプカパーを取り外します。 

取り外し 

1. 111ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ドライブカバ'—にある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


ドライブカパーを取り付けるときは、ドライ 
プカパーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれていることを確認して、ドライブカ 
パーを背面へスライドさせてください。ドラ 
イブカパーを本体背面に向かってスライド 
させると「カチッ」と音がしてドライブカ 
パーがロックされます。 

このときにロックボタンの状態を確認して 
ください。確実にロックされると□ックボタ 
ンが上に上がった状態になります。下に押さ 
れた状態（くぼんだ状態）の時はドライブカ 
パーをもう一度本体背面に向けてスライド 
させてください。それでもロックされない場 
合は、いったんドライプカパーを取り外して 
から、もろ一度取り付け直してください 
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ロジックカバー 


DIMM および、 CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変更するときは 
□ジックカパーを取り外します。 


取り外し 


1. 111ページを参照して準備する。 


2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 


3. ロジックカバーの背面にあるセッ 
トスクリューをゆるめ装置背面へ 
スライドさせる。 

4. ロジックカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


□ジックカパーを取り付けるときは、□ジッ 
クカパーのタブが本体 フレームに 確実に差 
し込まれていることを確認して、ロジックカ 
パーを前面へスライドさせてください。最後 
に背面にあるセツトスクリューを固定して 
ください。 



^ ロジックカバーの取り付け時、閉まりにくい場合は、ライプカバーも取り外し、 
ロジックカバーを先に取り付けてください。 



















126 内蔵オプションの取り付け 


DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 


Wl メモリは最大 48 GB (4 GBX 12 枚)まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が 

InETR 必要）。出荷時には 、 DIMM #11と#21に 1 GB の DIMM を搭載しています。 


胃"〇 參 DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
BfaJ に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 

た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は110ページで詳しく 
説明しています。 

參 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障す 
るおそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損に 
ついての修理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は Group 番号の順に増設します。 



背面側 


- DIMM #42 

DIMM #11 
DIMM #13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 




インタリーブ装置であるた 
め、2枚単位で増設してくだ 
さし、。また同じ Group 内に異 
なる仕様の DIMM を実装す 
ると正常に動作しません。 

メモリミラーリングやオン 
ラインスペアメモリなどの 
機能を使用する際の構成に 
ついては130ページを参照し 
てください。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


WrO 本装置では、 Low-profile (□—プ□ファイル： DIMM ポードの高さが 30 mm 
Bto (1.2 インチ）以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（そ 
れ以上高い） DIMM はサポートしていません。 


2 . 

3. 

4. 

5. 


111ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （1 11ページ参照)。 

ドライブカバーとロジックカバーを取り外す （1 24ページ参照)。 

PCI ライザーカードを取り外す （1 42ページ参照)。 

サボートパーのネジ2本を外し、 

サボートバーを取り外す。 



I チェック I 


サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

ネジを取り外すときは、サポートパーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い。 


6. プロセッサダクトを持ち上げて取 
り外す。 



7. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込 


まれるとレパーが自動的に閉じま 


す0 



^ 參 DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

_ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 
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8. プロセッサダクトを取り付ける。 

USB ケープルはプロセッサダクト 
の上に置いてください。 


USB ケープル 



9. サボートパー を取り付ける。 

USB ケープルはサ ポートパーの 切 
り欠きを通してください。 


USB ケープル 



プロセッサダクトの折り返し部分 
がサポートパーの内側に差し込ま 
れていることを確認してくださ 
い 0 


サ ポー ト パー 



✓ サポートパーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

W ^ o \ ネジを取り外すときは、サポートパーをしっかり押さえながら行って<ださ 
い0 


10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については262ページを参照してくださし、 























ハードウエア編 129 


1 2. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になつていることを確 
認する （186 ページ参照)。 

13. 「 Advanced 」 メニユーの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは185ページをご覧ください。 

14. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ x 1.5) 以上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デパッ 
グ情報）の設定」 （53 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 



エック| 


參 故障した DIMM を取リ外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

參 DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1. 111ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 11ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（124ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す（142ページ参照)。 

5. サポートバーのネジ2本を外し、サボートバーを取り外す（「取り付け」の手順を 
参照)。 

6. プロセッサダクトを持ち上げて取り外す（「取り付け」の手順を参照）。 

7. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. 本装置の電源を ON にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、262ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

1 0. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Memory Configuration」—「Memory 
RetestJ を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(186 ページ参照)。 



11 .「 Advanced 」 メニユーの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは185ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害(複数ビット障害）を自動的に修正する 
rchipkill (チップキル） ECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインス 
ペアメモリ機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
Bto 首 g 」 を同時に利用することはできません （「 ChipkiN (チップキル） ECC メモリ」 
機能はどの状態においても機能します）。 


本製品のマザーポード内にはメモリを制御するための「メモリプランチ」が下図のように2系 
統に分かれています。 



「メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ圊またはメ 
モリプランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 
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メモリ S ラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、メモリブランチ間で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 



オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
lrEy \ i されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （174 ページ）を参照して、 SETUP を起動 
したら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくだ 
さい。 

「 Advanced」 ― 「Memory Configuration サブメニュー 」- ►「Memory RAS Feature 」 
-*「 Mirror 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 

Group #1と Group #2 —Group #3と Group #4一 Group #5と Group #6 

次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット間でのメモリミラーリング 

• 同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリング 





























































132 内蔵オプションの取り付け 


メモ u ミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は 、 BIOS Setup メニューのメモリミ 
ラーメニューがグレーアウト状態になり設定が変更できなくなります。このような状態になっ 
てしまった場合の、メモリミラー解除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を 
実施してください。 

1. BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. POST 中に 「 F 2」 キーを押し 、 BIOS Setup メニューに入る。 

3. 「 Exit」-►「Load Setup Defaults 」 を選択 0 

4. 「Load default configutation now ?」 と表示されるので 「 Yes 」 を選択する。 

5. 1.で控えていた内容を再設定する。 


メモリミラーリング機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。 


例 

メモリセツト 

メモリセツト 

メモ U セツト 

メモリ容量合計 

Group# 1 

G 「 oup#2 

Group#3 

Group#4 

Group#5 

G 「 oup#6 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

標準 2GB 

増設 2GB 

- 

— 

— 

— 

4G 巳 

2GB 

2 

標準 2G 巳 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

— 

— 

6G 巳 

3GB 

3 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2G 巳 

増設 2GB 

— 

— 

8GB 

4GB 

4 

標準 2G 巳 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

8GB 

4GB 

5 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 1G 巳 

増設 1GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

10GB 

5GB 

6 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2G 巳 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

10GB 

5GB 

7 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

— 

— 

12GB 

6GB 

8 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2G 巳 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

12GB 

6GB 

9 

標準 2G 巳 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

14GB 

7GB 

10 

標準 2G 巳 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

14GB 

7GB 

11 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2G 巳 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

16GB 

8GB 

12 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 4G 巳 

増設 4GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

16GB 

8GB 

13 

標準 2G 巳 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

20GB 

10GB 

14 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4G 巳 

増設 4GB 

増設 4GB 

24GB 

12GB 

15 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

48GB 

24GB 


Load Setup Defaults が実行されると、他の Setup 設定も Default 値に戻るので、 
再度 Setup 設定を行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機苜 g 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリブランチ内の1つの Group を予備（スペア）として待 
機させることにより、運用している Group の DIMM で訂正可能な エラー が発生した場合、待機 
させている Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能です。 




オペレー ティングシステムからは、物理容量より少ない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1枚あたりの容量によって変化します）。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• メモリブランチ内の2つ以上の Group にメモリを搭載してください。メモリブランチ間 
で搭載数が異なっていても動作します。例えば、メモリプランチ#0は4枚 （2 つの 
Group ) で、メモリブランチ#1は6枚 （3 つの Group ) でも問題ありません。 

• メモリブランチ内に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メ 
モリブランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリプランチ#0 
とメモリプランチ#1の総容量が異なっていても動作します)。 

• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （174 ベージ）を参照して、 SETUP を起動し 
たら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced」->•「Memory Configuration サブメニュー」— 「 Sparing 」 

• 各メモリプランチ内のメモリは次の順序で搭載してください。 

メモリブランチ#0 : Group #1 —Group #3 —Group #5 
メモリブランチ# 1 : Group #2 —Group #4 —Group #6 

次のようなスペアリングは構築または設定することができません。 


異なるメモリプランチへのスペアリング 
任意のメモリをスペアに指定 

スペアに指定される Group は同ーメモリプランチ内で一番大きい Group 番号です。 
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オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。なお、次の 
パターンはメモリプランチ#0でのものですが、メモリプランチ#1でも同じバターンとなります。 


例 

メモ U ブランチ#0 

メモリ容量合計 

Group# 1 

G 「 oup#3 

G 「 oup#5 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

増設 1GB 

増設 1GB 

— 

2GB 

1GB 

2 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

3GB 

2GB 

3 

標準 2GB 

増設 2GB 

— 

4GB 

3GB 

4 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

6GB 

5GB 

5 

増設 4GB 

増設 4GB 

— 

8GB 

6GB 

6 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

12GB 

10GB 

7 

増設 8GB 

増設 8GB 

— 

16GB 

12GB 

8 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

24 GB 

20GB 


オンラインスペアメモリはメモリコントローラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリ 
を設定します。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設定した場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 x 搭載数） 一 物理メモリ容量=論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数） 一 （物理メモリ容量/ 2) =論理メモリ容量 

本装置でサボートレているメモリは以下のとおりです。 

- N 8102 -254/277 増設 1 GB メモリ： Single Rank 

— N 81 02-255/256/257/278/279/280 増設 2 GB /4 GB /8 GB メモリ： Dual Rank 
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プ□セツサ （ CPU ) 


標準装備のデュアルコア Intel ® Xeon ® プロセッサー ( CPU ) に加えて、もう1つ CPU を増設し、 
マルチプロセッサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は110ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 弊社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障する 
おそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となります。 




オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューアのシステムログに以下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1. in ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（124ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す（142ページ参照)。 

5. サボートバーの ネジ2本を外し、 

サボー ト バーを取り外す。 



^ サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があリます。 

序エックI ネジを取り外すときは、サポートパーをしっかり押さえながら行って<ださ 
い。 


6 . 


プロセッサダクトを持ち上げて取 
り外す。 



7. 

8 . 


CPU ソケットの位置を確認する。 

ソケットから保護カバーを取り外 
す。 



保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取り外したときは必ず 
■to CPU の代わりに保護カパーを取り付けてください。 
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9. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ（一を止 
まるまでゆっくりと開く。 



10. プレートを持ち上げる。 



ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 

ran 


11. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


胃-〇 cpu を持つときは、必ず端を持ってください。 cpu の底面（端子部）には触 
Bfei れないでください。 


12. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 




If エック I 


參 CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

參 CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い0 
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13. CPU を軽くソケットに押しつけ 
てからプレートを閉じる。 


14. レバーを倒して固定する。 


15. ヒートシンクを CPU の上に置く。 

16. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジはたすきがけの順序で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてくだ 
さい。 








ヒートシンクの向きに注意してください（下囡参照) 



背面側 
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17. ヒートシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、しヽつたんヒートシンクを取り外してから、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

- ヒートシンクを固定するネジが完全に締められていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


18. プロセッサダクトを取り付ける。 


USB ケープル 


USB ケーブルはプロセッサダクト 
の上に置いてください。 


19. サボートパーを取り付ける。 



USB ケーブルはサポートパーの切 
り欠きを通してください。 



プロセッサダクトの折り返し部分 
がサポートパーの内側に差し込ま 
れていることを確認してくださ 
い。 


サボートパー 



サポートパーが浮き上が っ てネジを紛失する場合があります。 

ネジを取り外すときは、サポートパーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い 0 
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20.「 Advanced 」 メニューの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは185ページをご覧ください。 

以上で完了です。ただし、次の条件を満たしている場合は、追加の作業が必要です。 

• Windows Server 2003を使用している 
•1 CPU 構成の本装置に CPU を増設した 

デパイスマネージャの「コンピュータ」のドライパが 「 ACPI シングルプロセッサ PC 」 になっ 
ている場合は 「 ACPI マルチプロッサ PC 」 に変更し、メッセージに従って再起動後、システム 
のアップデート （59 ページ）を行います。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜6を参照して取り外しの準備をした後、手順11 
〜7の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」を参照してください）。 





拳 CPU の故障以外で取り外さないでください。 

參運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1 . SETUP を起動して 「 Main 」 一 「Processor Settings」—「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(184ページ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 「Processor Settings 」 の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の D および二次キャッシュサイズが正常になっていることを確認 
してください （184 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは185ページをご覧ください。 
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PC ■ポー 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード （2 種類）」をマザーボー 
ド上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各3枚ずつ取り付けることができま 
す（合計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデパ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


_"〇 • PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 

BfaJ サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 

PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードおよびライザー 
カードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は110ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 

す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

參 Low-profile (ロープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

參 SCSI コントローラやディスクアレイコントローラ、 LAN ポード(ネット 

ワークブート )、 Fibre Channel コント□ーラで、 0 S がインス!-ールさ 
れたハードディスクドライブを接続しない場合は、そのポードの ROM 
展開 ( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してくださしヽ。設 
定方法については「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （174 
ページ）を参照してください。 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる pci ポードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取り付けてください。 

• 本装置にはディスクアレイコント□—ラなどにあるディスウアクセスを表示させるため 
の LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• 本装置の起動時の PCI パスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

3巳—1 B ->2 B — 1 C —3 C -2 C 

ただし、 N 81 16-07 ライザカード ( PCI - X ) を取り付けた場合は、次のス□ッ ト 番号の順に 
サーチします。 

3 B —2 B — 1 B — 1 C —3 C —2 C 

• OS やディスクアレイ BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デパイス（オンポードの PCI 
デパイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI パス 
番号、デパイス番号、機能番号を参照して PCI デパイスのスロット位置を確認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

C 

0 

0 

オンボード NIC 2 

C 

0 

1 

スロット 1 C 

18 

0 

X 

オンボード SAS 

D 

5 

0 

スロット 2 C 

20 

0 

X 

スロット 3 C 

1 C 

0 

X 

スロット 1 B 

0 D * 

3 

X 

スロット 2 B 

0 D * 

9 

X 

スロット 3 B 

3* 

0 

X 


* スロット IB 、2 B 、 3巳に取り付けた PCI ポードによっては，上記 PO パス番号にならない場合 
があります。 


• 起動しない LAN コントローラのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっ 
ているのため、マイナスドライパなどを使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライパなどが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分に注意 
してください。 

• 起動可能な PCI 力ード（ディスウアレイコント□—ラや SCSI コント□—ラ、 LAN ポード 
など）を増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで設定し直してください。 
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• 同じ PCI ライザーカード上にあるスロット（1 C 、 2 C 、3 C または IB 、2 B 、3 B ) のうち、 
いずれかのスロットに 33 MHz でのみ動作するオプションを取り付けた場合、その PCI ラ 
イザーカードの他のス□ットに取り付けたオプションも 33 MHz で動作します。 

參音声処理ポード （ N 8104 -95 4回線音声処理ボード、 N 8104 -96 12回線対応音声処 
理ボードなど）を2枚隣接したスロットに実装する場合は、ボード間で使用する CT パス 
ケープルをうまくケープルフォーミンヴしなければ、 PCI ライザーカードと筐体との隙 
間にケーブルを収めることができません。下図を参照してケーブルフォーミングをして 
ください。 
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サボートしているポードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、各ボードの機能詳細についてはボードに添付の説日月書を参照して 
ください。 


w-O • 同ーパス内に異なるポードを実装した場合は低い方の周波数で動作しま 
す。 

• 本体 PCU ロットよりも PCI ポードの方が動作性能が高い場合は本体 
PCI スロット性能で動作します。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンポード同士)で AFT / ALB の Teaming を組むこと 
ができます。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一 
の AFT / ALB の Teaming を組むことはできません。 





バス A 

バス日 

バス C 

バス D 

バス E 

バス D 

バス E 

バス F 





PCIe 

#1C 

PCIe 

#2C 

PCIe 

#3C 

PCI-X 

#1B* ] 

PCI-X 

#2B *1 

PCIe 

#3B* ] 

PCI-X 

#1B* 2 

PCI-X 

#2 巳*2 

PCI-X 

#3B* 2 




PCI スロット 
性能 * 3 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

x 4 レーン 

64bit 

100 MHz 

x 8 レー ン 

64bit 
100 MHz 

64bit 

133MHz 


型名 

製品名 

スロット 
サイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

Full Height 
(N81 16-07 搭載時） 

備考 


PCI ポー ド 
タイプ * 3 

x8 

ソケツト 

x4 

ソケツト 

3.3V 

x8 

ソケツト 

3.3V 




搭載可能な 
ボードサイズ 

MD2 

ロング/シヨート 


N 8103 -95 

SCSI コント□—ラ 
(力ード性能： 
64 bit /66 MHz PCI ) 

— 

- 

一 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

オプションライ 
ザ搭載時最大3 
枚まで 

N 8 103-75 

SCSI コント □— ラ 
(力ード性能： 

64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

内蔵ハード ： rV 
スクドライプと 
の接続は不可 

N 8103 -104 

SAS コント□—ラ 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( X 8)) 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

- 

— 

最大2枚まで 
SAS ディスクア 
レイ装置接続用 
内蔵八ードディ 
スクドライプと 
の接続は不可 

N 8 103-80 

ディスクアレイ 
コント□—ラ （ Ich ) 
(力ード性能： 
64 bit /66 MHz PCI ) 

— 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -8 1/90/ 
91/99とあわせ 
て最大4枚まで 
内蔵ハードディ 
スクドライプと 
の接続は不可 

N 8103 -79 増設 
パッテリの増設 
不可 

N 8 103-81 

ディスクアレイ 
コント□—ラ （2 ch ) 
(力ード性能： 
64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

— 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -80/90/ 
91/99とあわせ 
て最大4枚まで 
内蔵ハードディ 
スクドライプと 
の接続は不可 

N 8 103- 105 

ディスクアレイ 
コント □— ラ 

(内蔵 SAS ，4 port ) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( X 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

— 

最大1枚まで 

N 8103 -105 と 

N 8103 -95/75 
混載時は内蔵デパ 
イス接続は不可 
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バス A 

バス B 

バス C 

バス D 

バス E 

バス D 

バス E 

バス F 





PCIe 

#1C 

PCIe 

#2C 

PCIe 

#3C 

PCI-X 

#1B* ] 

PCI-X 

#2B *1 

PCI 日 
#3B* ] 

PCI-X 

#1B* 2 

PCI-X 

#2B* 2 

PCI-X 

#3B* 2 




PCI ス□ツト 
性能 * 3 

x8 レーン 

x4 レーン 

x4 レーン 

64bit 

100MHz 

x8 レーン 

64bit 
100 MHz 

64bit 

133MHz 


型名 

製品名 

ス□ツト 
サイズ 

Low Profile 
( 標準 ) 

Full Height 
( 標準 ) 

Full Height 
(N81 16-07 搭載時） 

備考 


PCI ポード 
タイプ * 3 

x8 

ソケット 

x4 

ソケツト 

3.3V 

x8 

ソケット 

3.3V 




搭載可能な 
ポードサイズ 

MD2 

□ング / シヨ ート 


N 8103 -99 

ディスクアレイ 
コント□—ラ 

(内蔵 SASXOch) 

(力ード性能： 

64bit/133MHz PCI-X) 

— 

- 

- 

〇 

- 

— 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 

N8 103-91/ 

N 8104 -123 と 
混在不可 

N 8103 -90/80/ 
81とあわせて最 
大3枚まで 
本装置接続時は 
66MHz で動作 
します 

RHEL4 U3 UP 
カーネルはサ 
ポート対象外 

N8 103-90 

ディスクアレイ 
コント □— ラ 

(外付 SAS) 

(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X8)) 

— 

- 

— 

- 

- 

〇 

— 

— 

- 

N 8103 -80/81/ 
91/99とあわせ 
て最大4枚まで 
内蔵八ードディ 
スクドライプと 
の接続は不可 

N8 103-91 

ディスクアレイ 
コント □— ラ 

讷蔵 SAS) 

(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X8)) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

最大1枚まで 

N8 103-99 と混 
在不可 

N 8103 -90/80/ 
81とあわせて最 
大3枚まで 

N8 190- 120 

Fibre Channel 

コント□ーラ 

(2Gbps/Optical) 
(力ード性能： 

64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

オプションライ 
ザ搭載時最大3 
枚まで 

N 8190 -127 

Fibre Channel 

コント□ーラ 

(4Gbps/Optical) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X4)) 

〇 

〇 

〇 

— 

- 

〇 

— 

- 

— 

最大4枚まで 

N8190-131 

Fibre Channel 
コント□—ラ (2ch) 
(4Gbps/Optical) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X4)) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

最大4枚まで 

N 8190 -120 と 
の混在不可 

N 8104-111 

100BASE-TX 
接続ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

— 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -119 

1000 BASE-T 
接続ボード 
(力ード性能： 

6衡 133MHz PCI-X) 

— 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

PCI パスあたり1 
枚まで (AFT 時 
は、 PCI パスあた 
り最大2枚まで） 
ただし、N8104- 

120はシステムあ 
たり最大2枚まで 
N8104-112 との 
混在不可 

N 8104 -120 

1000 BASE-T 
接続ボード (2ch) 
(力ード性能： 

64bit/133MHz PCI-X) 

— 

- 

- 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 
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バス A 

バス巳 

バス C 

バス D 

バス E 

バス D 

バス E 

バス F 





PCIe 

#1C 

PCIe 

#2C 

PCIe 

#3C 

PCI-X 

#1B* ] 

PCI-X 

#2B *1 

PCIe 

#3B* ] 

PCI-X 

#1B* 2 

PCI-X 

#2 巳 *2 

PCI-X 

#3B* 2 




PCI スロット 
性能 * 3 

x8 レーン 

x4 レーン 

x4 レーン 

64bit 

100 MHz 

x8 レーン 

64bit 
100 MHz 

64bit 

133MHz 


型名 

製品名 

スロット 
サイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準 ) 

Full Height 
(N81 16-07 搭載時） 

備考 


PCI ポード 
タイプ *3 

x8 

ソケット 

x4 

ソケット 

3.3V 

x8 

ソケット 

3.3V 




搭載可能な 
ボードサイズ 

MD2 

ロング/シヨート 


N 8104 -114 

1000 BASE-T 
接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(XI)) 

O 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

— 

- 

— 

最大2枚まで 

N 8104 -114 同 
士の Teaming 
(FEC/GEC 相 
当）は可 
その他の NIC と 
の Teaming 
(AFT/ALB/ 
Bonding 相当) 

は不可 

N 8104 -121 

1000巳 ASE-T 
接続ボード (2ch) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X4)) 

- 

— 

- 

- 

- 

〇 

— 

- 

— 

最大1枚まで 
その他の NIC と 
の Teaming 
(AFT/ALB/ 
Bonding 相当） 

は不可 

(N 8104 -122 と 
あわせて最大2 
枚まで） 

10巳 ase-T は未 
対応 

N 8104 -122 

1000巳 ASE-T 
接続ボード (2ch) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X4)) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

— 

- 

— 

最大2枚まで。 
その他の NIC と 
の Teaming 
(AFT/ALB/ 
Bonding 相当) 

は不可 

(N 8104 -121 と 
あわせて最大2 
枚まで） 
10Base-T は未 
対応 

N 8104 -112 

1000巳 ASE-SX 
接続ボード 
(力ード性能： 

64bit/133MHz PCI-X) 

- 

— 

一 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 
(AFT 時は最大2 
枚まで） 

N 8104 -119/ 
120と混在不可 

N 8104 -123A 

10G 巳 ASE-SR 
接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(X8)) 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

最大1枚まで 

N8 104-94 

4回線音声 • FAX 
処理ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

— 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 


N8 104-95 

4回線音声処理ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

— 

- 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 


N8 104-96 

12回線対応音声処理 
ボード 

(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

— 

- 

- 

〇 

- 

— 

〇 

〇 


N 8104-101 

高速回線ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

— 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 



〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 標準ライザカード。オプションライザカード（N81 16-07 選択時）と排他利用。 
* 2 オプションライザカード（N811 6-07 選択時）。標準ライザカードと排他利用。 
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* 3 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例> 1レーン =2.5Gbps (片方向）、4レーン =10Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

く例 >x4/x8 ソケット =x1 力ード、 x4 力ード、 x8 力ードは搭載可能。但し、詳細は搭載する PCI 力ードによる。 


※搭載可能なポードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合： 173.1mm まで（シヨートサイズ)、 312mm まで（ロングサイズ） 

LowProfile の場合：11 9.9 mm まで （ MD1)、167.6mm まで (MD2) 

※各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※製品名のカッコ内に記載された力ード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ポードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに pci ポードを取り付けます。 


• それぞれのライザーカードがサボートするボードタイプ（□ープロファ 
イルかフル八イトタイプ）と取り付ける PCI ポードのタイプを確認して 
<ださい。 

• PCI ポードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1 . 111ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す（124ページ参照)。 

4. ライザーカードをまっすぐ持ち上 
げて装置から取り外す。 


5. 前ページの表を参照して取り付け位置を確認する。 

6. 取り付け位置の PCI スロットカバーのネジを外す。 
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7. 増設カバーを取り外す。 



口ープロファイルタイプ 



•X 取り外した増設スロットカパーは、大切に保管しておいてください。 


8. くフル八イト • フルレングスタイ 
プのみ> 

フル八イト • フルレングスタイプ 
の PCI ボードを取り付ける場合 
は、 PCI ポードのリテーナを外す。 
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9. ライザーカードに PCI ポードを取り付ける。 

ライザーカードの スロッ ト部分と PCI ポードの端子部分を合わせて確実に差し込み 


ます。 




胃-〇 • ライザーカードや pci ポードの端子部分には触れないでください。汚れ 
隱ョ や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 

から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると PCI ポード 
やライザーカードを破損するおそれがあります。 


^ PCI ボードプラケットの先端がライザーカードの固定ス□ットに差し込まれて 
| fX 7? l いることを確認してください。 
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10. pci ポードをネジで固定する。 



□— プ□ファイルタイプ 


f 




本体のマザーボード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるボードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 


n . ライザー カー ドをマ ザーポー ドの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス □ッ ト部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


フックさせる。 
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13. 取り外した部品を取り付ける 

14. 本装置の電源を ON にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については262ページを参照してください。 

15. 巳 IOS セットアップユーテイリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは185ページをご覧ください。 

16. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーシヨンユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はポードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデパイスが接続さ 
れた PCI ボード（ディスクアレイコント□—ラや SCSI コントローラ、 LAN ボードな 
ど）を増設した場合、起動優先順位がデフォルトに変更されることがあります 。 BIOS 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してく 
ださい （198 ページ参照)。 


取り外し 


ポードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください (198 
ページ参照）。 
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ディスクアレイコント□—ラポー 



「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの PCI ボードです。（本体のマザーボードにも同様の機能があります。詳しくはこの 
ページの「ヒント」を参照してください。） 

このボードを取り付けると、本装置内蔵のハードディスクドライブやオプションのディスク増 
設ユニツトに搭載したハードデイスクドライブを「デイスクアレイ構成」で使用することがで 
きます。 


w-O • ディスクアレイコントローラポードは大変静電気に弱い電子部品です。 
Bfat サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 

ディスクアレイコントローラポードを取り扱ってください。また、ディ 
スクアレイコントローラポードの端子部分や部品を素手で触ったり、 
ディスクアレイコントローラポードを直接机の上に置いたりしないでく 
ださい。静電気に関する説明は110ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハー 
ドディスクドライブを初期化します。ディスクアレイとして使用する 
八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってからポードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上の八ードディスクドライブが必 
要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパックごとに 
同じ容量•性能（ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 


^ ディスクアレイコント□—ラボードを取り付ける場合は、 BI 0 SSETUP ユー 

I チェック I テイリテイの 「 Advanced 」 メニユーの 「PCI Configuration 」一 「PCI Slotxx 
R 0 M ( xx は PCI スロット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていること 
を確認してください。 



參 本体の マ ザーボード内にもディスクアレイ コン トローラ コン トローラ 

(LSI Embedded MegaRAID ™) が組み込まれているため、オプション 
のディスクアレイ コン トローラがなくてもディスクアレイを構築するこ 
とができます。本体標準装備のディスクアレイ コン トローラは、 RAID 0 
か RAID 1 のいずれかのディスクアレイを構築することができます。 
RAID 5 のディスクアレイを構築したい場合や詳細な設定、高度な管理機 
能を利用したい場合は、オプションのディスクアレイ コン トローラをお 
使いすることをお勧めします。 

參 RAID 1 または RAID 5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性 

が向上するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクドライブ 
の総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 
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取り付け 

ディスクアレイコント□—ラの取り付けは 「 PCI ボード」 （142 ページ）を参照してください。 


參 Low Profile (□ープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

參 本装置にはディスクアレイコント□ーラなどにあるディスクアクセスを 

表示させるための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

參 フル八イトタイプのライザーカードにディスクアレイコントローラを接 

続し、内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイに変える場合 
は、ライザーカードをマザーポードに接続する前にケーブルを接続しま 
す。 

參 ディスクアレイコント□ーラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユー 

ティリティの Boot メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してく 
ださい。設定が9番目以降となっている場合、ディスクアレイコント 
□ーラのコンフィグレーションメニューを起動することができません。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 




156 内蔵オプションの取り付け 


内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合 

本体前面にあるハードディスクドライブペイに搭載したハードディスクドライブをディスク 
アレイ構成で利用したい場合の方法について説明します。 

ディスクアレイ構成の構築には、オプションのディスクアレイコント□—ラを利用した方法の 
他に本体標準装備のマザーポード上のディスクアレイコントローラの機能を利用する方法が 
あります。 


マザーポード上のディスクアレイコントローラを利用した場合 

マザーポード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライプをデイスウアレイドライブとして認識させることができます。ジャンパの一 
と設定は下図のとおりです。 



設定を変更したら、 RAID コンフィグレーシヨンユーティリティを使ってディスクアレイを構 
築します。詳しくは、 「 RAID コンフィグレーション」 （204 ページ）を参照してください。 



添付の EXPRESSBUILDER が提供する「シームレスセットアップ」を使うと自 
動でディスクアレイを構築します。また、インストールするオペレーティング 
システムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレーティングシ 
ステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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オプションのディスクアレイコント□—ラを利用した場合 

ディスクアレイコント□—ラボードを取り付けた本装置で、内蔵のハードディスクドライプを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーポード上の SAS ケーブルの接続先を変更します。 
出荷時の内蔵ハードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SAS コネクタ 
に接続されています。 


wrO 本装置にはディスクアレイコント□ーラなどにあるディスクアクセスを表示 
Bto させるための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 


標準構成時 


SAS コネクタ2 (SASPort4 〜5の 
八ードデイスクドライプを制御） 



N 81 03-91 ディスクアレイコント□ーラ(内蔵 SAS HDD 用)を使用した場合 




N 81 03-99 の場合はボードを取り付けるだけでケーブルのつなぎ変えはありま 
せん。 






























































































158 内蔵オプションの取り付け 



• 作業しやすくするために SAS ケーブルは、ライザーカードをマザーポード 
に接続する前にディスクアレイコント□ーラに接続します。 

• SAS ケーブルは下図のように接続してください。 

「 P 2」、「 P 3」 と表示された SAS ケーブルのコネクタを間違えると八ード 
ディスクドライブの SAS Port 番号が正しく表示できません。 


P 3 



ディスクアレイ構築時の注意事項 

ディスクアレイを構築するときは、次の点について注意してください（オプションのディスク 
アレイコントローラの場合は、ディスクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照してくださ 
い)。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS インタフェースを持つハードディスクドライブを2台以 
上搭載していること (RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) 
の構成によってディスクの最ノ j '•必要台数は異なります)。 

• ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAID 0」 か rRAIDIJ のうちのいずれかの RAID 
レペルを選択 • 設定すること。 

内蔵のハードディスクドライプにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインストールからセットアップまでをすることを 
お勧めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクアレイの構成から保守用パーティションの設 
定と保守ユーティリティのインストールまでを自動でインストーラがセ、ソトアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、マザーポード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした 
直後に起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 アレイ構 
成についての詳細な説明は、 「 RAID コンフィグレーション」 （204 ページ）を参照してくださ 
し'！。オプションのディスクアレイコント□—ラの場合は、ディスクアレイコントローラボード 
に添付の説明書を参照してください。 
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ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

ディスク増設ユニットは、ハードディスクドライプを最大14台取り付けることのできる専用 
のデパイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□—ラボードを 
取り付けた本装置はこれらのデパイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明については、ディスクアレイコントローラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書を 
参照してください。 


"~〇 ディスク増設 ユニッ トには、八ードディスクドライブが添付されていません。 
別途購入してください。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、オプシヨンのケープルが必要となる場合がありま 
す。詳しくは、ディスク増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットを接続後、ディスウアレイコント□ーラボード上のチップに搭載されて 
いる RAID コンフィグレーシヨンユーティリティを使って、ディスク增設ユニットをディスク 
アレイ構成 （ RAIDO または RAID 1、 RAID 5、 RADIO ) に設定してください（ユーティリティ 
はポードによって異なります）。設定の詳細とその方法については、ボードに添付の説日月書を 
参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスウアレイ構成に設定すると、ディスク増設ユニットに取り付け 
たハードディスクドライブのうちのどれかが故障しても、ディスクアレイコント□—ラボード 
が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライプを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したディスクを交換（ホットスワップ）してください）。 






160 内蔵オプションの取り付け 



パックアップデパイスペイ 


取り付け （ IDE インタフェースのデバイス） 

1 . in ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （124 ページ参照)。 


バックアップデバイス 


本装置には磁気テープドライプなどのバックアップファイルデバイスを取り付けるペイを1 
つ用意しています。 


參 SCSI インタフェースのバックアップデバイスを取り付ける場合には別 
売の SCSI コントローラ（「サボートしているポードと搭載可能ス□ッ 
卜」 （145 ページ）を参照）と SCSI ケーブル （ K 410 -147 (00))が 
必要です。 

• バックアップデバイスが SCSI インタフェースの場合は取り付けるバッ 
クアップデバイスの終端抵抗の設定は 「0 N 」 に 、 SCSI ID は他のデバ 
イスと重複しないように設定してください。設定方法については、それ 
それの装置の説明書を参照してください。 

• 弊社で指定していないバックアップデバイスを取り付けないでください。 

• 本装置に取り付けることができるデバイスは、幅約 9 cm (3.5 インチ)、 
高さ約 4 cm (1.6 インチ）までのデバイスです。 
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4. DVD - ROM ドライブベイのレ 
パーを解除し、 DVD - ROM ドラ 
イブを取り外す。 




胃-〇 DVD - ROM ドライブ取り外しの際に指をはさむおそれがあります。図に示す解 
除レノ（一以外には触らないようご注意ください。 


5. デバイスキヤリアのレノ（一を解除 
し、本体前面からデバイスキヤリ 
アを取り出す。 





















162 内蔵オプションの取り付け 


6. フロントノ（ネルの両側のタブを押 
す。 


7. フロントパネルを取り外す。 



"-〇 取り外したフロントパネルは、大切に保管しておいてください。 
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g エック1 


• 必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデバイスの取り付け位置を調整してください。 

• デバイスの奥行きが長くてケーブルを取り付けにくい場合は、デパイス 
を前にスライドして取り付けてください。 


10. バックアップデバイスにインターフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


本製品に添付の電源ケープルと本 
製品に添付の IDE ケープルを接続 
してください。 



^ 電源ケープルは 「 TAPE 」 と印刷されたラペルが貼られているコネクタをデパ 
||エック| イスの電源コネクタに接続してください。 


11. デバイスキャリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだケーブルが接続されていませ 
ん。完全に押し込まず、途中まで 
差し込んでください。 































164 内蔵オプションの取り付け 


12.バックアップデノ（イスに接続したインターフェースケーブルと電源ケーブルをバッ 
クブレーンに接続する。 

右図を参照して取り付けてくださ 
い。 



13. デバイスキヤリアをパックアップデ 
バイスベイに差し込む。 


完全に押し込むと「カチッ」という 
音がしてロックされます。 


/ 押し込む際に、接続したケープルを挟まないよラに注意してください 

14. 取り外した部品を取り付ける。 

15. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I ルする。 

詳しくはデパイスに添付の説玥書を参照してください。 


取り付け （ SCSI インタフェースのデバイス) 


1 . 111ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（124、125ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す（142ページ参照)。 

5. サボートバーとプロセッサダクトを取り外す （1 35ページ参照)。 
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6. DVD - ROM ドライブベイのレ 
ノ （一 を角那余し、 DVD - ROM ドラ 
イブを取り外す。 




胃-〇 DVD - ROM ドライブ取り外しの際に指をはさむおそれがあります。図に示す解 
除レノ（一以外には触らないようご注意ください。 


7. デバイスキャリアのレノ（一を解除 
し、本体前面からデバイスキャリ 
アを取り出す。 
























166 内蔵オプションの取り付け 


8. フロントノ（ネルの両側のタブを押 
す。 


9. フロントパネルを取り外す。 



"-〇 取り外したフロントパネルは、大切に保管しておいてください。 


10. デバイスをデバイスキャリアに差 
し込む。 
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g エック1 


• 必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデバイスの取り付け位置を調整してください。 

• N 8151 -54 A 内蔵 AlT など、パックアップデバイスの奥行きが長くて 
ケープルを取り付けにくい場合は、パックアップデバイスを前にスライ 
ドして取り付けてください。 


12. パックアップデバイスにインターフエースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


パックアップデパイスに本装置に 
添付の電源ケープルと別売の 
SCSI ケープル ( K410-147 (00)) 
を接続してください。 



^ 電源ケープルは 「 TAPE 」 と印刷されたラペルが貼られているコネクタをデパ 
If エック| イスの電源コネクタに接続してください。 


13. SCSI ケーブルをバックアップファ 
イルベイのス□ットから本体内部へ 
通す。 



















168 内蔵オプションの取り付け 


14. デバイスキャリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだ電源ケープルが接続されてい 
ません。完全に押し込まず、途中 
まで差し込んでください。 




^ SCSI ケープルの先端に付いているターミネータの配置を確認してください。 
ターミネータはデパイスペイ内に配置します。また、このときに SCSI ケープル 
がデパイスキャリアにあるラッチングタプに当たっていないことも確認して 
ください。ケープルの破損を予防するためです。 


ターミネータ 
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16.デノ（イスキャリアをバツクアツプデパイスベイに差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」という音がしてロックされます。 


^ 押し込む際に、接続したケープルを挟まないように注意してください 


17. SCSI ケーブルを下図のように配線する。 


^ SCSI ケープルがマザーポード上の電子部品に接触していないことを確認して 
If エック I ください。 



18. PCI ライザーカードにオプションの 
SCSI コントローラを接続する。 

「PCI ポード」 （142 ページ）を参照 
してください。 

19. SCSI ケーブルを SCSI コントロー 
ラのコネクタに接続する。 

20. PCI ライザーカードを取り付ける。 

21. 取り外した部品を取り付ける。 

22. SCSI BIOS ユーティリティを起動 
して SCSI 機器のセットアップをす 
る。 

詳しくはパックアップデパイスに添 
付の説明書を参照してください。 


SCSI コントローラ 



23.搭載したバックアップデバイスのデバイスドライバをインス!ルする。 

詳しくはパックアップデパイスに添付の説明書を参照してください。 










170 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

取り外しは、それぞれの「取り付け」で示す手順の逆を行ってください。 
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冗長フアン 


本装置の増設用ファンスロットにオプションのファンを追力〇することにより、冷却ファンの冗 
長化をすることができます。 

下図は標準装備のファンのス□ットとオプションのス□ットおよびそれぞれのス□ットに割 
り当てられているスロット番号を示します。 


































































172 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


1 . ill ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （124 ページ参照)。 

4. 増設用フアンの取り付け位置を確認する。 


5. フアン上面の 「 airO 」 マークが装置の背面側に向くように持つ。 


6. まっすぐに増設用フアンスロットに 
差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」という 
音がしてロックされます。 



7. マザーボード上の冗長フアンジャンパスイッチを変更する。 


下図を参照して変更してください。 


前面側 



背面側 


w-O その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
roa 因となります。 
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取り外し 

冗長ファンを取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、 
以下の手順に従って行ってください。 


増設用フアンスロットからフアンをすべて取り外した場合は、「取り付け」の 
Bto 手順7を参照して冗長ファンジャンノ（スイツチの設定を標準構成の状態に戻し 
て<■ださい。 


交換する場合は通電中の状態でもできます（ホットスワップ）。 


A 注意 

A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 感電注意 


1. 取り外す（交換する）フアンを確認する。 


故障したファンは EXPRESSSCOPE エンジンなどの管理ツールで確認できます。ま 
た、システムが通電中の場合はフアンのランプが消灯しているファンが故障してい 
ることを表しています。 


2. フアンを右図のようにつまんで、 
まっすぐ上に持ち上げる。 

3. フアンを交換する場合は「取り付 
け」の手順5と6を参照して取り付 
ける。 

4. 冗長フアンをすべて取り外して標準 
のフアン構成に戻す場合は「取り付 
け」の手順7を参照してジャンパス 
イッチの設定を変更する。 


ランプ （2 力所） 















174 システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 


システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウェアの基本設定をするためのユーティリティツールです。 このユーティ 1 」 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


两~〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行つてく 

ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 

「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 ロゴが表示された場合は、 <Esc> キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP 


ここで <F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C 」 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが， 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 


I 

► System 



► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

FRB-2 Policy: 

’ Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event Filtering: 


[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

[ 0] 

[Enabled] 


Item Specific Help 

Additional setup n 
view : 
features. 


オンライン 
. ヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


卜 Change Values F9 Setup Defaults 

\ Enter Select 卜 Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ カーソルキー (t , i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ カーソルキー（―、 

Main や Advanced 、 Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します0 

□ < 一〉キー/<+〉キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


□ <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ く F9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ く F10> キー 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をボします。 


日付 • 時刻関連 


「 Main」—「System rime」、「System Date 」 


rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced」—fAdvanced Chipset Contr 〇 I」 —fWake On LAN / PME 」—「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Power 〇 n 」 

— POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「 Server 」—「 AC - LINK」—「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デノ（イスの順番を変える 

「 Boot 」 —起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 


|7\ d \/ anced 」 rBoot-time Diagnostic Screen 」一^「 Enabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムから： 「 Advanced」—[Advanced Chipset Control J 

― rWake on Ring 」「 Enabled 」 

LAN から： 「 Advanced」—「Advanced Chipset Control 」 

— fWake on LAN / PME 」—「 Enabled 」 


PCI デバイスから： rAdvanced J ^「Advanced Chipset Control 」 

— rWake on LAN / PME 」—「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced」—[Advanced Chipset Control J 

-► fWake on RTC Alarm 」—「 Enabled 」 


HW コンソール端末から制御する 

「 Server」—「Console Redirection 」 それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced」—「Memory Configuration」—「DIMM Group #n Status 」— 表示を確 
認する ( it 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



DIMM #42 
DIMM #11 
DIMM #13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced」— 「Memory Configuration」-►「Memory Retest 」「 Yes 」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Main」—「Processor Settings 」 -►表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main」—「Processor Settings」「Processor Retest 」—「 Yes 」— 再起動すると 
クリアされる 
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キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

fAdvanced J 「 NumLock」—fOnJ (有効)/ fOffJ (無効:初期値) 


ィベントログ関連 


イベントログをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 fClear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 



BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security」—「Set Supervisor Password 」 -►パスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ）、 ューザーパスワード ( User ) の順に設定します。 


外付けデパイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「 Advanced」—「peripheral Configuration 」— それぞれの1/〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

rAdvancedJ 「PCI Configuration 」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

rAdvancedJ 「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROMJ -►「 Enabled 」 

n : PCI スロットの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

fAdvancedJ 「ResetConfiguration DataJ -►「 Yes 」 —再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」一 ►「Exit Saving Changes 」 

変更した巳 I 0 S の設定を破棄する 

「 Exit」—「Exit Discarding Changes 」 または 「Discard Changes 」 

巳旧 S の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit 」一 ►「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「 Exit 」 一 rSave Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「 Exit」—「Load Custom Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー （—182 ページ） 

• Advanced メニュー（- ► 185ページ） 

• Security メニュー（- ► lOl ページ） 

• Server メニュー（- ► 193ページ） 

• Boot メニュー （—198 ページ） 

• Exit メニュー（—199ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time: 

[E:18:58] 

Item 

Specific Help 



System Date: 

[04/04/2006] 

<Tab>, 

<Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 

<Enter> 

selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 



► Primary IDE Slave 

[None] 



► Secondary IDE Master 

[None] 



► Secondary IDE Slave 

[None] 



► Processor Settings 




し anguage 三 

[English (US)] 




FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •<--*• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （184 ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Fra 门 gais 

Deutsch 

Espahol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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■"〇 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

參装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してくださし〗。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Settin 吕 s サブメニユ ー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

H ria ir, 



Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor 

Retest: 

nJJ0] 

Select 'Yes 1 , BIOS will 
clear historical 

Processor 

Speed: 

3000 MHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 

1 CPUID: 

06F5 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache: 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID: 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache: 

1024 KB 


Execute Disable Bit: 

[Disabled] 


InteL(R) Virtualization Tech: 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■«-- - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプ□セッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に rNoj に切り替わリます。 

Processor Speed 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セッサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 


プ□セッサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

[ Disabled ] 

Enabled 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel ( R ) Virtualization Tech 

[ Disabled ] 

Enabled 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます 0 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced _ 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Contiguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<--► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは「1\1〇」に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


W ™0 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced ■ 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 601 KB 

Extended Memory: 522752 KB 

DIMM Group #1 Status: Normal 

DIMM Group #2 Status: Normal 

DIMM Group #3 Status: Normal 

DIMM Group #4 Status: Normal 

DIMM Group #5 Status: Normal 

DIMM Group #6 Status: Normal 

Memory Retest : 

Extended RAM Step: [Disabled] 

Memory RAS Feature: [Interleave] 

Sparing: [Disabled] 

Enables DIMM sparing 
feature. 


FI Help t \ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••-- •- Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1 - #6 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #11、#21 

Group #2: DIMM #31 、 #41 

Group #3: DIMM #12, #22 

Group #4: DIMM #32、 #42 

Group #5: DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 
なお、本装置に搭載される DIMM はインター 
リーブタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

|"1 MB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となりく F 2>、 く F 4>、 
< F 12>、 く Esc > キーは無視されます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般の方式で運用す 
る （ Interleave ) が、メモリミラーリング機 
能を使用する （ Mirror ) を選択します。 

機能の詳細については「メモリミラーリン 
グ機能」 （131 ページ）を参照してください。 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。機能の詳細については「オン 
ラインスペアメモリ機能」 （133 ページ）を 
参照してください。 


[]： 出荷時の設定 


PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enten > キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


PCI 

Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

Additional setup 

► Onboard LAN 


menus to configure 



onboard Video 

PCI Slot IB Option ROM 

[Enabled] 

controller. 

PCI Slot 2B Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3B Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 1C Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 2C Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3C Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■«--► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 B 〜 3 B Option 
ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ボード上のオプション ROM の展開を 
有効にするが無効にするかを設定します。 

PCI Slot 1 C 〜 3 C Option 
ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

□ープロファイルタイプのライザカードに 
接続している PCI ポード上のオプション 

ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


两~〇 ディスクアレイコント□—ラや LAN ポード（ネットワークブート )、 Fibre 
Bta Channel コント□-ラで、 0 S がインス!ルされたハードディスクドライブ 
を接続しない場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 
に設定してください。 
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Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンポード上のビデオコントローラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□—ラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ 1 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ 2 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 














ハードウエア編 189 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port A 

Base I/O address: 

[3F8] 

using options : 

Interrupt: 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

Parallel ATA: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*-- •- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


"~〇 割り込みベース i / o アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
BB ^ i した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのペース1/〇アドレ 
スを設定します。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Serial Port B 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのペース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Serial Port B 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巳のための割リ込みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレル ATA の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

[ Disabled ] 

Enabled 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デパイ 
ス (PCI Power Management Enabled をする 
インペント)によるリモートパワーオン機能 
の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロ、ソウのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


两~〇 • Wake On LAN / PME、Wake On Ring 機能のご利用環境において、本 
Bto 体への AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステ 

ム起動には Wake On LAN / PME、Wake On Ring 機能を利用すること 
はできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくださ 
し V AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管 
理チップ上の Wake On LAN / PME、Wake On Ring 機能が有効となり 
ません。 

• Windows Server 2003オペレーティングシステムでの使用について 
は4章の「トラブルシューティング (Windows Server 2003につし、て 
)」 （271 ページ)を参照してください。 
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Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Security ■ 


User Password Is: 
Supervisor Password is: 

Clear 

Clear 

Item Specific Help 

Supervisor Password 



Set User Password 

dd.VJJJj 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup uti nty. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*-- •- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente 「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


W™0 • 「User Password」 は、 「Supervisor Password」 を設定していない 

と設定できません。 

• OS のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

參 パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーパイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
ラかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<巳は6「>キ_を押すとユ_ザ_のパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとスーハ°_パイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にス_ハ°パイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDE ハードディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE ハードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有効にするか無効 
にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 


[]: 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server ■ 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 


features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: OH 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ---* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「Event Log Configuration 」 は選択後、く Enter 〉 キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times] 

BSP で FRB レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 















194 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Retry Service Boot] に設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、〇 S 
起動を3回まで試行します。その後、サ_ビ 
スパーティシヨン*から起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 



* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンがら OS 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでい つ たん停止しま 
す 。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□—ラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうがを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどラかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒がら 
255秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power On」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=ru 中 

5X 疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 


"~〇 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
Bto を 「 PowerOn 」 にしてください。 
























ハードウエア編 195 


System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxxx 

Board Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Board Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Onboard LAN1 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Onboard LAN2 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Management LAN MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

BMC Device ID: 01 

BMC Device Revision: 01 

BMC Firmware Revision: 01.00 

SDR Revision: 01.00 

▼ 

ALL items on this meenu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ)。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN1 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 1 の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 2 の MAC アドレス有 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデパイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

— 

BMC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port 巳 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するポーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセットを有効にするがどラかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニユー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


Event Log configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs: 

The system event Log 
will be cleared if 
selecting "Yes". 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <--► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デパイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の DVD-ROM ドライプなども含む） 

USB FDC 

US 巳フロッピーディスクドライプ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

IDEA- ドディスクドライプ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八ードディスクドライプ 

ディスクアレイ構成の場合は 「Software RAID」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot 0C00J が LAN1 、 「Slot 0C01」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデパイスを検出すると、該当する表示項目にそのデパイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデパイスから起動させるためにはそのデパイスを 
起動デパイスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デパイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデパイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デパイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデパイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に < Shift > キーを押しながら、<1>キーを押すと選択したデパイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. <个>キー/<1>キ_と<+>キー， <-> キーで登録した起動デパイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デパイスの位置へ< 丨 >キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

| Exit | 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discarding Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -- •- Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting ? J の確認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


胃~〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを選択して < Enter > キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Deraults 

このメニューを選択して < Enter > キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


P-O CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフオルト 
團ヨ の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


两~〇 その他のジャン■/(の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 


CMOS メモリの内容の 

パスワードの保護/クリア用ピン 保護/クリア用ピン 



背面側 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



AA 

赢② 

㉞ ⑩ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

春 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

參 プラグを差し込んだまま取り扱わない 


△注意 

AA 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

春 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 
參指を挟まない 

• 声:日ミナ音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


111ページを参照して準備をする。 


2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （124 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの位置を確認する。 

5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

前べージの囡を参照してください。ジャンパスイッチにアクセスしづらい場合は 
142ページを参照してライザーカードを取り外してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を 0 N にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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割り込みライン 


割り込み ラインは、 出荷時に次のように割り当てられて います。オプションを 増設 するとき な 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 


14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 


18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

SAS1 

11 

BMC IRQ 

51 

SAS2 
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RAID コンフイ グレー シヨン 

ここでは本体標準装備の RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用して内蔵 
ハードディスクドライブをディスウアレイドライブとして運用するための方法について説明 
します。オプションのディスクアレイコント□—ラを使用した RAID の構築方法については、 
オプションに添付の説明書を参照してください)。 

Disk 増設ユニットに搭載したハードディスウドライプをディスクアレイドライプとして運用 
する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラが必要です。詳しくはディス 
クアレイコント□—ラまたは Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 


RA 旧レベルの選択 


本装置内蔵のマザーポードにある RAID コント□—ラを使用してディスクアレイ （ RAID 0 また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はハードディスクドライブ（最大5台）です。 

• RAID0 (ストライビング） 

2〜4台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方 
法を「ストライピンヴ」と呼びます。ハードディスクドライプへ処理を分散させること 
によりハードディスクドライプ単体で使用しているときに比べディスウアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを複数台の八ードディスクドライブに分散して記録しているため 
アレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障すると 
データの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたバードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスウドライプに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
なハードディスクドライプを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


胃~〇 • データを2台のバードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
Bto ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


RAID10(RAID1 のスパン) 

RAID 10 ( RAID 1 のスパン）は RAID 0 および RAID 1の組み合わせです。データを各ハード 
ディスクドライブへ「ストライピンヴ」で分割し「ミラーリング」で記録します。 
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八ードディスクドライプの取り付け 


本体に2台以上のハードディスクドライプを取り付けてください。取り付け手順については、 
「ハードディスクドライブ」（115ページ）を参照してください。 


取り付けるハードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
し)。また、 RA 旧1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RAID の有効化 


取り付けた2台以上のハードディスウドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID ド 
ライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーポード上の RAID コンフィグレーションジャン 
パの設定を変更してください。 



出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定さ 
れています。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をこ'覧ください。 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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△注意 


AA 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 




指を挟まない 
古:日:卞章 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . in ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（111ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す（124ページ参照)。 

4. ジャンパスイッチの位置を確認する。 

ジャンパスイッチにアクセスしづらい場合は142ページを参照してライザーカード 
を取り外してください。 

5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 


前面側 


〇 〇 


12 3 

Imol 

12 3 

loml 

RAID 構成 
無効 

RAID 構成 
有効 


RAID コンフイグレーシヨ: 
ジャンパ 



背面側 


マザーボード 


6 . 


取り外した部品を元に組み立てる。 
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R Al D ユーテイリテイの起動と終了 


本体標準装備の RAID コントローラ （LSI Embedded MegaRAID™) に対するコンフィグレー 
シヨンツールは 「LSI Software RAID Setup Utility」 です。 



[pFI 


このコンフィグレーションユーティリティは本装置でサポートしている 
DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 

1. 本体の電源を 0 N にした後、次に示す画面が表示された時に < Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 


Press <ESC> to view diagnostic message 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、く Ctrl >+< M > キーを押す。 


LSI Logic SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 
LSI Logic MPT RAID Found at PCI Bus No:xx Bev No:xx 
Scaning for Port 00 Responding xxxxxxxx xxxxMB 
Standard FWxxx DRAM=128M 巳 (SDRAM) 
xx Logical drive(s) Configured 

Press <CtrlxM> to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Logic Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


_ Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （208 ページ）と「操作手順」 （210 ペー 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 
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ユーティリティの終了 

ユーティ リティの TOP メニューで < Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press く Ctrl〉 く Alt〉<Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、 < Ct 「 l 〉+< Alt >+< Del > キーを押します。再起動します。 


メニユ-ツリ- 


◊:選択.実行パラメータ•：設定パラメータ • ：情報表示 
♦ : ロジカルドライプ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Conriguration 

Configuration の設定(固定値使用） 

ONew Conriguration 

Configuration の新規設定 

OView/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するロジカルドライプを選択する 

◊Initialize 

ロジカルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

ディスクアレイコント□—ラ設定 

OSel. Adapter 

アダプタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

參 Stop on Error 

No 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

•Factoty Default 

デフォルト値に設定 

◊Logical Drive 

ロジカルドライプ操作 

◊Logical Drives 

ロジカルドライプの選択(複数ロジカルドライプが存在） 

Ol initialize 

ロジカルドライプの初期化 

◊Check Consistency 

ロジカルドライプの冗長性チェック 

◊View/Update Parameters 

ロジカルドライブ情報表示 

• RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

ロジカルドライプの容量表示 
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メニュー 

説明 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

• #Stripes 

ロジカルドライプを構成しているハードディスクドライプ数 
を表示 

• State 

ロジカルドライプの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

• Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設定 

◊Force Online 

ディスクをオンラインにする 

◊Force Offline 

ディスクをオフラインにする 

◊Drive Properties 

ハードディスクドライプ情報の表示 

• Device Type 

デパイス種類 

• Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

■ Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

ロジカルドライプの冗長性チェック 
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操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ューティリティを起動する。 

2. TOP メニュー （Management Menu ) より、 「 Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


參 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 
フィグレーション情報がクリアされます。既存のコンフィグレーション 
情報に追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1のスパンの作成、ロジカルドライブ 
容量の設定ができません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Configuration ] で作成してください 0 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


PORT# 



4. 力ーソルキーでパックしたいハードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 
スキーを押す。 


ハードディスクドライプが選択されます（選択ハードディスクドライプの表示が 
「 READY 」 から rONLINJ になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



5. く FI 0> キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 

6. スペースキーを 押す。 

SPAN - 1が設定されます。 


Select Configurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く FI 0> キーを押して □ジ カルドライブの作成を行う。 

「Logical Drives ConfigureJ 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
プ2台、 RAID 1 を例にしています） 


- Lofical Drives Confiaured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. カーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter 〉 キーで 確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レペルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 

5 

RAID5 (オプション） 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

(2) rSizeJ : ロジカルドライプのサイズを指定します。本装置のマザーボード上の 

RAID コントローラは最大40個のロジカルドライブが作成できます。 

(3) 「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトスルー 

On 

ライトパック 


(4)「 RA」 ： Read Ahead の設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On 

先読みを行ラ 
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(5) fSpanJ : Span 設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成しま 
す。 


RAID 1 の SPAN の場合 



RAID5 の SPAN の場合 



RAID5 

■ SPAN 

RAID5 


9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

ロジカルドライブが生成され 、 「Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライ 
ブが表示されます。 

10. □ジカルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

1 2. TOP メニュー画面より 「 Objects」-►「Logical Drive 」-►「 View/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Logical Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行う□ジカルドライ 
ブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押す。 

ロジカルドライブが選択されます。 

15. □ジカルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに対して、整合性チェックを行う。 

詳細な実行方法は「整合性チェッウ」 （216 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「 Rebuild-PHYSICAL DRIVES SELECTI 〇 N MENU 」 画面が*表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スペースキーで選択する。（複数 
のハードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAL ” の表示が点滅します。 

5. 八ードディスクドライブの選択が完了したら、く F 10>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1. ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライプの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



秦 〆^ • ホットスペアの設定を取り消すには、 「 Objects 」 — 「 PhysicalDrive 」 

I チェック I — 「 Port#X」—「Force Offline 」 を選択します 0 

參 ホットスペア用ハードディスクドライプが複数 ( 同一容量 ) ある場合は、 
CH 番号 /D 番号が小さいハードディスクドライプから順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チェック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Logical Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行う□ジカルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

ロジカルドライプが選択されます。 

4. □ジカルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 
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5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になった6、整合性 
チェックは完了です。 

6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 




コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 

(1 )Clear Conriguration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」— 
「 ClearConfiguration 」 を選択します。 「 ClearConfiguration 」 を実行すると、ディスク 
アレイコント□—ラ、ハードディスクドライプのコンフィグレーション情報がクリアさ 
れます。 「 ClearConfiguration 」 を実行すると、ディスクアレイコントローラのすべての 
チヤネルのコンフイグレーシヨン情報がクリアされます。 


I チェッ^] 


ディスクアレイコント□—ラとハードディスクドライプのコンフィグ 
レーション情報が異なる場合、（ディスクアレイコント□—ラ不具合によ 
る交換時以外)ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常に行えません。その場合に 
は、 「Clear Configuration」 を実施して、再度コンフィグレーションを作 
成してください。 

ロジカルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできません。 
MegaRAID Storage Manager を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態のハードディスクドライプをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects」—「Physical Drive 」 -►ハードディスクドライプ選択- ►「 ForceOnline 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」—「 Adapter 」-* TSel . Adapter」—「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜 1 00%の範囲で設定可能。デフオルト値(設定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライプの情報を確認できます。 
TOP メニューより、 「 Objects」「Physical Drive 」 
「Drive Properties 」 を選択。 


♦ハードディスクドライブ選択- 









218 リセット 



OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてくださし、電源が強制的に〇 FF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 



POWER スイツチ 
(4 秒以上押す） 




■ J セツト 


本装置が動作しなくなったときに参照して < ださい。 



0 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ctrl > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


■rO リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
Bfai まいます。パングアップしたとき以夕•(•でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 



リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
◦S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


□□□□□□□□□□ 




































